
参考資料３ 自動車運転者の労働時間等に係る実態調査結果（概要）

第８回 労働政策審議会労働条件分科会
自動車運転者労働時間等専門委員会トラック作業部会

厚生労働省 労働基準局 監督課



令和３年度のトラック実態調査

▸ 新型コロナウイルス感染拡大に伴う物流の変化を考慮した上で、改善基準告示の見直しを行うため、令和３年度

にトラックの実態調査を実施した。

▸ 令和２年度調査で回答いただいた事業者および自動車運転者への追跡調査も実施し、令和元年（２年度調査）と

令和３年（３年度調査）の拘束時間等の変化について、報告書にとりまとめた。

１ 実態調査の実施時期について
令和３年１０月頃

２ 実態調査の調査対象期間について
令和３年３月～令和３年９月（※通常期、繁忙期は各社で指定）

３ 実態調査の調査対象数について
・ 全国で１,４１０事業場、８,４６０名の自動車運転者を対象に実態調査を実施した。
・ 回答率は、事業者調査３０.３％、自動車運転者調査２０.２％であった。

うち追跡調査では、事業者調査５９.５％、自動車運転者調査３７.２％であった。

調査対象事業場、調査対象労働者 回答率

令和３年度
全体：１,４１０事業場（８,４６０名）
うち追跡：２５７事業場 （１,５４２名）

全体：事業者調査３０.３％、自動車運転者調査２０.２％
うち追跡：事業者調査５９.５％、自動車運転者調査３７.２％

（参考）
令和２年度

７０５事業場（４,２３０名） 事業者調査３６.５％、自動車運転者調査２７.７％
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（参考）



令和３年度のトラック実態調査

▸ 事業者調査および自動車運転者調査の調査項目は以下のとおり。
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事業者調査 自動車運転者調査

Ⅰ 営業所の概要
営業所の所在地、主たる事業内容、最も取引額が多い発荷主の業種、従業
員数及び自動車運転者数、保有する車両の台数、運行種別の割合、労働組
合の有無、36協定の締結、労使協定による１ヶ月の拘束時間の延長の有無

Ⅰ 自動車運転者自身のこと
性別、年齢、雇用形態、勤務先での経験年数、自動車運転者としての経験年数、乗
車している車種、勤務体系、勤務時間帯、労働組合の有無（加入の有無）、年収

Ⅱ 自動車運転者の拘束時間等
始業から起算した24時間以内の拘束時間、１ヶ月の拘束時間、１年間の拘
束時間、最長の連続運転時間、１運行の運転時間、２週間を平均した１週
間あたりの運転時間、１日の時間外労働時間、１ヶ月の時間外労働時間、
１日の休憩時間、１日の拘束時間が15時間を超えた回数、法定休日の定め
の有無（法定休日労働の回数、労働時間数）、新型コロナ感染拡大により
生じた拘束時間の変化

Ⅱ 疲労度に影響のある事項
運転業務の疲労度に影響を及ぼす要因、車両の性能向上が疲労度の軽減に与える影
響の程度

Ⅲ 改善基準告示の特例等の利用状況
改善基準告示の特例の利用状況、緊急輸送等の適用除外業務の状況

Ⅲ 休息期間の過ごし方
休息期間及びその内訳

Ⅳ 改善基準告示の内容
改善基準告示について問題があると感じる項目

Ⅳ 改善基準告示に対する認識
改善基準告示の各基準の認識

Ⅴ その他
改善基準告示を遵守することが難しい理由、荷主からの理解を得るための
取組や工夫および取組成果、事業者として改善基準告示の規制を強めた方
が良いと考える項目、現行の改善基準告示の内容および改定についての意
見等

Ⅴ 拘束時間等の状況及び改善基準告示の内容
繁忙期の１日の最長の拘束時間・１ヶ月の拘束時間・最長の連続運転時間、新型コ
ロナ感染拡大前の１日の最長の拘束時間・１ヶ月の拘束時間・最長の連続運転時間、
新型コロナ感染拡大による影響の度合い、改善基準告示について問題があると感じ
る項目、拘束時間の規制があるために働きたくても働けない状況の経験の有無、収
入を増やすために改善基準告示等の基準を超えても長時間働きたいか

Ⅵ その他の事項
自動車運転者を続けるために必要な要因、事業主による改善基準告示の遵守を意識
した運行計画の作成について、荷主の協力について、改善基準告示の規制を強めた
方がよいと考える項目、改善基準告示見直しによる拘束時間の短縮や休息期間が増
えた場合の利点および問題、現在の改善基準告示の内容および改定についての意見



１年の拘束時間 ①

▸ １年の拘束時間について、「３ ,３００時間以上」と回答した事業者の割合は、２年度調査に比べ全体として減少（２１ .７％（－７.

６％）） している。「３,５１６時間超」と回答した事業者の割合も減少（４ .３％（－０.７％））している。

▸ 規模別では、「３,３００時間以上」の割合はいずれも減少しているものの、「３,５１６時間超」の割合は、車両２０台以下

（３.７％（＋０.１％））、車両５１台以上（４.４％（＋０.４％））で増加している。

▸ 地域別では、 「３,３００時間以上」の割合は、東北（１９.４％（＋０.７％））、四国（１６.８％（＋２.７％））で増加して

いる。また、「３,５１６時間超」の割合は、北海道（１.９％（＋０.８％））、関東（５ .９％（＋３.２％））、近畿（９.４％

（＋５.２％））で増加している。
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令和２年度 北海道
n=363

令和３年度 北海道
n=486

令和２年度 東北
n=1319

令和３年度 東北
n=1181

令和２年度 関東
n=1364

令和３年度 関東
n=2664

令和２年度 北陸信越
n=543

令和３年度 北陸信越
n=749

令和２年度 中部
n=1076

令和３年度 中部
n=1234

令和２年度 近畿
n=1226

令和３年度 近畿
n=1243

令和２年度 中国
n=834

令和３年度 中国
n=1086

令和２年度 四国
n=491

令和３年度 四国
n=465

令和２年度 九州
n=1511

令和３年度 九州
n=1858

【規模別】

【全体】 【地域別】

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



１年の拘束時間 ②

▸ 発荷主別では、「３,３００時間以上」の割合は、元請の運送事業者（２９.９％（＋０.５％））、飲料・食料品（製造業）（２８．

８％（＋９.０％））で増加している。また、「３ ,５１６時間超」の割合は、元請の運送事業者（１１ .７％（＋９.３％））、紙・

パルプ（製造業）（２.０％（＋０.５％））、飲料・食料品（製造業）（６ .０％（＋４.０％））で増加している。

▸ 車種別では、「３,３００時間以上」の割合は、中型トラック（２２ .４％（＋０.４％））、トレーラー（１８ .４％（＋５.２％））

で増加している。また、「３ ,５１６時間超」の割合は、小型トラック（０ .７％（＋０.７％）、中型トラック（４.１％（＋１.７

％））、トレーラー（３.９％（＋２.７％））で増加している。

▸ 運行種別では、「３,３００時間以上」の割合はいずれも減少しているものの、「３ ,５１６時間超」の割合は、ルート配送（３.２

％（＋１.６％））で増加している。
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令和２年度長距離運行
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【運行種別】
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令和２年度 農産・水産品出荷団体
n=695

令和３年度 農産・水産品出荷団体
n=677

令和２年度 建設業、建材（製造業）
n=830

令和３年度 建設業、建材（製造業）
n=1342

令和２年度 卸売・小売業、倉庫業
n=945

令和３年度 卸売・小売業、倉庫業
n=1428

令和２年度 特積み（宅配）
n=504

令和３年度 特積み（宅配）
n=652

令和２年度 元請の運送事業者
n=1490

令和３年度 元請の運送事業者
n=1332

令和２年度 紙・パルプ（製造業）
n=462

令和３年度 紙・パルプ（製造業）
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令和２年度 飲料・食料品（製造業）
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令和３年度 飲料・食料品（製造業）
n=1408

令和２年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1036
令和３年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1814

【発荷主別】
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【車種別】

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)
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令和２年度 北海道
n=351

令和３年度 北海道
n=486

令和２年度 東北
n=1308

令和３年度 東北
n=1181

令和２年度 関東
n=1363

令和３年度 関東
n=2561

令和２年度 北陸信越
n=541

令和３年度 北陸信越
n=738

令和２年度 中部
n=990

令和３年度 中部
n=1184

令和２年度 近畿
n=1162

令和３年度 近畿
n=1227

令和２年度 中国
n=826

令和３年度 中国
n=1088

令和２年度 四国
n=491

令和３年度 四国
n=462

令和２年度 九州
n=1487

令和３年度 九州
n=1840

【地域別】

▸ 繁忙期の１か月の拘束時間について、「２７５時間以上」と回答した事業者の割合は、２年度調査に比べ全体として減少（３３.７％

（－９.９％））している。「２９３時間超」と回答した事業者の割合も減少（１１.８％（－６.５％））している。

▸ 規模別では、「２７５時間以上」、「２９３時間超」の割合はいずれも減少している。

▸ 地域別では、 「２７５時間以上」の割合は、四国（３２.５％（＋３.４％））で増加している。また、「２９３時間超」の割合

は、北海道（１７.３％（＋０.２％））、関東（１３.０％（＋５.１％））で増加している。
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【全体】
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n=705
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【規模別】

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 275時間未満 ② 275時間以上～293時間以下 ③ 293時間超～320時間以下 ④ 320時間超

令和２年度長距離運行
n=1778

令和３年度長距離運行
n=1438

令和２年度ルート配送
n=2187

令和３年度ルート配送
n=3729

【運行種別】

▸ 発荷主別では、「２７５時間以上」の割合は、飲料・食料品（製造業）（４６.６％（＋１１.４％））で増加しているが、「２９３

時間超」の割合はいずれも減少している。

▸ 車種別では、「２７５時間以上」の割合は、中型トラック（３５ .１％（＋２.８％））、トレーラー（３２.１％（＋７.７％））

で増加している。また、「２９３時間超」の割合は、小型トラック（５ .８％（＋３.９％））、トレーラー（１０ .２％（＋３.４

％））で増加している。

▸ 運行種別では、「２７５時間以上」、「２９３時間超」の割合はいずれも減少している。

１か月の拘束時間 ②

34.5 

70.3 

69.6 

75.4 

64.5 

73.7 

52.8 

71.4 

49.1 

60.6 

55.0 

74.5 

64.8 

53.3 

59.1 

68.6 

29.4 

15.8 

20.7 

15.3 

24.6 

21.0 

24.6 

20.1 

30.6 

20.8 

30.0 

13.9 

15.9 

30.8 

28.3 

20.8 

20.1 

8.8 

8.2 

6.6 

10.1 

4.7 

15.7 

8.5 

12.8 

14.7 

12.5 

9.2 

15.0 

13.6 

10.2 

8.7 

16.0 

5.1 

1.5 

2.8 

0.8 

0.6 

6.9 

7.4 

3.9 

2.4 

2.4 

4.3 

2.2 

2.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 275時間未満 ② 275時間以上～293時間以下 ③ 293時間超～320時間以下 ④ 320時間超

令和２年度 農産・水産品出荷団体
n=693

令和３年度 農産・水産品出荷団体
n=669

令和２年度 建設業、建材（製造業）
n=815

令和３年度 建設業、建材（製造業）
n=1331

令和２年度 卸売・小売業、倉庫業
n=925

令和３年度 卸売・小売業、倉庫業
n=1417

令和２年度 特積み（宅配）
n=504

令和３年度 特積み（宅配）
n=661

令和２年度 元請の運送事業者
n=1417

令和３年度 元請の運送事業者
n=1251

令和２年度 紙・パルプ（製造業）
n=456

令和３年度 紙・パルプ（製造業）
n=459

令和２年度 飲料・食料品（製造業）
n=1094

令和３年度 飲料・食料品（製造業）
n=1404

令和２年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1055

令和３年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1779

【発荷主別】

70.9 

90.5 

67.6 

64.9 

47.8 

67.3 

75.6 

68.0 

27.2 

3.6 

21.9 

24.7 

28.1 

19.5 

17.6 

21.9 

1.9 

3.4 

9.5 

8.5 

15.9 

10.6 

6.8 

7.9 

2.4 

0.9 

1.9 

8.2 

2.6 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 275時間未満 ② 275時間以上～293時間以下 ③ 293時間超～320時間以下 ④ 320時間超

令和２年度小型トラック
n=158

令和３年度小型トラック
n=412

令和２年度中型トラック
n=3209

令和３年度中型トラック
n=4304

令和２年度大型トラック
n=5012

令和３年度大型トラック
n=5363

令和２年度トレーラー
n=324

令和３年度トレーラー
n=883

【車種別】

6

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等
に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



休日労働の回数 ①

▸ 繁忙期の１か月の休日労働の回数について、「１回以上」と回答した事業者の割合は、２年度調査に比べ全体として減少（３４.５％

（－１３.７％））している。「３回以上」の割合も減少（１４ .５％（－１６.５％））している。

▸ 規模別では、「１回以上」、「３回以上」の割合はいずれも減少している。

▸ 地域別では、「１回以上」の割合は、近畿（４４ .５％（＋１２.５％））で増加しているが、「３回以上」の割合はいずれも減少

している。

51.8 

65.6 

9.6 

11.2 

7.6 

8.8 

4.0 

2.4 

27.0 

12.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①０回 ②１回 ③２回 ④３回 ⑤４回以上

令和２年度トラック全体
n=8146

令和３年度トラック全体
n=8681

【全体】
38.7 

59.0 

29.9 

51.7 

71.1 

72.7 

41.2 

73.4 

48.2 

71.0 

68.0 

55.6 

58.6 

86.8 

70.3 

71.0 

39.9 

48.0 

9.1 

10.9 

15.6 

15.0 

9.7 

8.8 

15.5 

9.6 

6.9 

6.5 

4.4 

11.8 

6.4 

7.1 

7.4 

8.9 

10.6 

19.5 

1.7 

15.5 

13.0 

11.5 

5.2 

5.7 

10.0 

5.6 

3.8 

12.4 

2.5 

12.2 

2.9 

4.4 

4.2 

9.7 

15.6 

9.4 

9.4 

2.3 

3.0 

1.1 

0.9 

1.3 

10.0 

0.8 

0.1 

1.1 

2.7 

3.4 

3.9 

1.2 

1.1 

3.9 

8.6 

6.3 

41.0 

12.3 

38.5 

20.7 

13.1 

11.5 

23.3 

10.6 

41.0 

8.9 

22.4 

17.1 

28.3 

0.5 

17.0 

6.6 

25.3 

16.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①０回 ②１回 ③２回 ④３回 ⑤４回以上

令和２年度 北海道
n=351

令和３年度 北海道
n=439

令和２年度 東北
n=1242

令和３年度 東北
n=851

令和２年度 関東
n=1310

令和３年度 関東
n=2092

令和２年度 北陸信越
n=498

令和３年度 北陸信越
n=625

令和２年度 中部
n=896

令和３年度 中部
n=1133

令和２年度 近畿
n=1140

令和３年度 近畿
n=738

令和２年度 中国
n=753

令和３年度 中国
n=833

令和２年度 四国
n=471

令和３年度 四国
n=259

令和２年度 九州
n=1485

令和３年度 九州
n=1572

【地域別】

53.4 

61.4 

41.9 

64.3 

56.8 

67.5 

11.5 

12.2 

11.2 

13.2 

8.6 

9.3 

3.3 

9.9 

6.9 

9.3 

8.9 

8.1 

5.8 

4.5 

4.2 

2.6 

3.7 

1.6 

25.9 

11.9 

35.8 

10.7 

22.0 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① ０回 ② １回 ③ ２回 ④ ３回 ⑤ ４回以上

令和２年度車両20台以下
n=667

令和３年度車両20台以下
n=1298

令和２年度車両21～50台
n=2802

令和３年度車両21～50台
n=3292

令和２年度車両51台以上
n=4557

令和３年度車両51台以上
n=4034

【規模別】

7

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



休日労働の回数 ②

8

23.5 

48.5 

52.5 

70.7 

40.6 

73.6 

65.5 

85.9 

60.4 

72.0 

63.8 

70.3 

54.9 

62.9 

60.9 

59.7 

8.2 

5.7 

5.9 

7.8 

6.8 

10.2 

0.6 

3.6 

9.0 

11.6 

19.7 

10.3 

13.8 

15.7 

8.7 

12.4 

16.3 

10.0 

4.8 

8.1 

14.1 

3.9 

9.8 

6.1 

8.9 

11.9 

15.9 

6.3 

8.1 

5.4 

9.8 

12.6 

7.3 

3.1 

3.8 

2.1 

0.4 

0.4 

0.6 

0.2 

1.3 

2.1 

1.7 

5.9 

1.6 

5.9 

2.6 

39.4 

28.5 

33.7 

9.5 

36.3 

12.0 

33.5 

0.2 

24.3 

6.3 

2.5 

1.7 

19.0 

11.7 

19.1 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①０回 ②１回 ③２回 ④３回 ⑤４回以上

令和２年度 農産・水産品出荷団体
n=625

令和３年度 農産・水産品出荷団体
n=439

令和２年度 建設業、建材（製造業）
n=808

令和３年度 建設業、建材（製造業）
n=1059

令和２年度 卸売・小売業、倉庫業
n=886

令和３年度 卸売・小売業、倉庫業
n=1089

令和２年度 特積み（宅配）
n=504

令和３年度 特積み（宅配）
n=645

令和２年度 元請の運送事業者
n=1307

令和３年度 元請の運送事業者
n=949

令和２年度 紙・パルプ（製造業）
n=437

令和３年度 紙・パルプ（製造業）
n=290

令和２年度 飲料・食料品（製造業）

n=1009

令和３年度 飲料・食料品（製造業）

n=1095

令和２年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1049

令和３年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1647

【発荷主別】

93.3 

87.8 

58.5 

69.1 

46.6 

63.3 

51.8 

41.3 

7.4 

7.4 

12.0 

11.4 

11.7 

8.5 

10.2 

4.7 

6.1 

5.8 

9.1 

11.5 

1.2 

15.3 

2.4 

1.2 

5.0 

2.9 

9.1 

6.9 

6.7 

25.6 

11.8 

27.9 

10.5 

29.4 

26.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①０回 ②１回 ③２回 ④３回 ⑤４回以上

令和２年度小型トラック
n=149

令和３年度小型トラック
n=337

令和２年度中型トラック
n=3029

令和３年度中型トラック
n=3369

令和２年度大型トラック
n=4843

令和３年度大型トラック
n=4449

令和２年度トレーラー
n=330

令和３年度トレーラー
n=686

【車種別】

37.1 

55.0 

54.9 

70.1 

11.7 

8.9 

5.1 

12.1 

12.8 

12.4 

6.4 

5.3 

9.4 

3.3 

2.4 

1.9 

29.0 

20.3 

31.1 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①０回 ②１回 ③２回 ④３回 ⑤４回以上

令和２年度長距離運行
n=1723

令和３年度長距離運行
n=1225

令和２年度ルート配送
n=2161

令和３年度ルート配送
n=2884

【運行種別】

▸ 発荷主別では、「１回以上」の割合は、自動車・電気・機械・精密・金属（製造業）（４０ .２％（＋１.１％））で増加している

が、「３回以上」の割合はいずれも減少している。

▸ 車種別では、「１回以上」の割合は、小型トラック（１２ .１％（＋５.４％））、トレーラー（５８.８％（＋１０.６％））で増

加しているが、「３回以上」の割合はいずれも減少している。

▸ 運行種別では、「１回以上」、「３回以上」の割合はいずれも減少している。
（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事
業報告書」（厚生労働省）より作成)



１日の拘束時間 ①

▸ 繁忙期の１日の拘束時間について、「１３時間超」と回答した事業者の割合は、２年度調査に比べ全体として減少（３０.４％（－６.

７％））している。「１６時間超」と回答した事業者の割合も減少（３.１％（－１.２％））している。

▸ 規模別では、「１３時間超」の割合は、いずれも減少しているものの、「１６時間超」の割合は車両２１～５０台では増加（５．

２％（＋１.７％））している。

▸ 地域別では、「１３時間超」の割合は、東北（４０.０％（＋５.８％））で増加している。また、「１６時間超」の割合は、北海

道（２.５％（＋０.５％）)、東北（５.０％（＋１.２％））、関東（１.９％（＋１.０％））、北陸信越（３.３％（＋０.８％））、

中国（３.０％（＋０.９％））で増加している。

62.8 

69.6 

23.6 

21.0 

9.2 

6.3 

4.3 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 13時間以下 ② 13時間超～15時間以下 ③ 15時間超～16時間以下 ④ 16時間超

令和２年度トラック全体
n=8166

令和３年度トラック全体
n=10604

【全体】

71.2 

75.4 

62.5 

68.1 

61.4 

70.4 

22.6 

16.8 

23.8 

20.0 

23.8 

22.5 

3.9 

6.9 

10.1 

6.7 

9.6 

5.1 

2.3 

0.9 

3.5 

5.2 

5.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 13時間以下 ② 13時間超～15時間以下 ③ 15時間超～16時間以下 ④ 16時間超

令和２年度車両20台以下
n=691

令和３年度車両20台以下
n=1623

令和２年度車両21～50台
n=2791

令和３年度車両21～50台
n=4010

令和２年度車両51台以上
n=4540

令和３年度車両51台以上
n=4815

【規模別】

66.6 

72.8 

65.9 

60.0 

68.2 

71.7 

60.2 

71.0 

65.5 

82.1 

53.5 

67.3 

60.9 

63.5 

63.1 

73.2 

61.9 

65.9 

25.4 

15.8 

19.3 

23.5 

25.0 

21.5 

28.5 

21.1 

22.1 

12.0 

28.5 

22.9 

28.6 

28.8 

22.2 

17.5 

18.9 

21.5 

6.0 

8.8 

11.1 

11.5 

5.8 

4.9 

8.8 

4.6 

9.4 

3.7 

11.8 

7.3 

8.4 

4.7 

10.0 

7.8 

9.4 

7.0 

2.0 

2.5 

3.8 

5.0 

0.9 

1.9 

2.5 

3.3 

3.0 

2.2 

6.1 

2.5 

2.1 

3.0 

4.7 

1.5 

9.8 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 13時間以下 ② 13時間超～15時間以下 ③ 15時間超～16時間以下 ④ 16時間超

令和２年度 北海道
n=350

令和３年度 北海道
n=486

令和２年度 東北
n=1274

令和３年度 東北
n=1170

令和２年度 関東
n=1294

令和３年度 関東
n=2534

令和２年度 北陸信越
n=522

令和３年度 北陸信越
n=696

令和２年度 中部
n=936

令和３年度 中部
n=1192

令和２年度 近畿
n=1125

令和３年度 近畿
n=1229

令和２年度 中国
n=772

令和３年度 中国
n=1078

令和２年度 四国
n=491

令和３年度 四国
n=462

令和２年度 九州
n=1402

令和３年度 九州
n=1652

【地域別】

9

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



１日の拘束時間 ②

▸ 発荷主別では、「１３時間超」の割合は、飲料・食料品（製造業）で増加（４８ .６％（＋１４.７％））している。また、「１６時

間超」の割合は、建設業・建材（製造業）(３.５％（＋１.４％））、元請の運送事業者（４ .６％（＋２.５％））で増加している。

▸ 車種別では、「１３時間超」の割合は、小型トラック（７.５％（＋４.３％））で増加している。「１６時間超」の割合は小型ト

ラック(０.２％（＋０.２％）)、中型トラック（１.８％(＋０.３％)）、トレーラー（２ .７％（＋２.７％））で増加している。

49.8 

52.5 

72.8 

77.1 

26.0 

26.8 

19.2 

18.7 

13.1 

12.9 

7.0 

3.0 

11.1 

7.8 

1.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 13時間以下 ② 13時間超～15時間以下 ③ 15時間超～16時間以下 ④ 16時間超

令和２年度長距離運行
n=1719

令和３年度長距離運行
n=1289

令和２年度ルート配送
n=2058

令和３年度ルート配送
n=3652

【運行種別】

46.4 

72.6 

71.5 

77.4 

68.4 

82.7 

77.1 

80.5 

53.2 

64.3 

61.8 

77.6 

66.1 

51.4 

61.2 

71.3 

20.9 

14.7 

22.2 

15.3 

22.2 

14.1 

14.5 

16.1 

32.0 

21.9 

27.1 

13.7 

23.2 

40.0 

22.4 

17.3 

13.1 

4.0 

4.1 

3.8 

7.0 

2.7 

7.6 

3.1 

12.8 

9.2 

7.6 

7.8 

8.7 

7.2 

12.0 

8.0 

19.6 

8.7 

2.1 

3.5 

2.4 

0.6 

0.8 

0.3 

2.1 

4.6 

3.5 

0.9 

2.0 

1.4 

4.3 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 13時間以下 ② 13時間超～15時間以下 ③ 15時間超～16時間以下 ④ 16時間超

令和２年度 農産・水産品出荷団体
n=688

令和３年度 農産・水産品出荷団体
n=632

令和２年度 建設業、建材（製造業）
n=796

令和３年度 建設業、建材（製造業）
n=1338

令和２年度 卸売・小売業、倉庫業
n=901

令和３年度 卸売・小売業、倉庫業
n=1393

令和２年度 特積み（宅配）

n=490

令和３年度 特積み（宅配）
n=645

令和２年度 元請の運送事業者
n=1356

令和３年度 元請の運送事業者

n=1216

令和２年度 紙・パルプ（製造業）

n=432

令和３年度 紙・パルプ（製造業）

n=459

令和２年度 飲料・食料品（製造業）

n=1016

令和３年度 飲料・食料品（製造業）

n=1373

令和２年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=996

令和３年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1758

【発荷主別】

96.8 

92.4 

71.9 

72.3 

55.6 

66.8 

69.6 

73.3 

3.2 

5.6 

19.9 

21.8 

26.7 

21.2 

21.9 

16.9 

1.7 

6.7 

4.1 

11.2 

7.7 

8.5 

7.1 

0.2 

1.5 

1.8 

6.4 

4.2 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

① 13時間以下 ② 13時間超～15時間以下 ③ 15時間超～16時間以下 ④ 16時間超

令和２年度小型トラック
n=158

令和３年度小型トラック
n=409

令和２年度中型トラック
n=3126

令和３年度中型トラック
n=4229

令和２年度大型トラック
n=4767

令和３年度大型トラック
n=5163

令和２年度トレーラー
n=329

令和３年度トレーラー
n=898

【車種別】

10

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



運転時間 ①

▸ 繁忙期の１日の運転時間について、「８時間超」と回答した事業者の割合は、２年度調査に比べ全体として減少（１９ .８％（－１４.

９％））している。「９時間超」と回答した事業者の割合も、８.６％（－８.４％）と減少している。

▸ 規模別では、「８時間超」、「９時間超」の割合はいずれも減少している。

▸ 地域別では、「８時間超」、「９時間超」の割合はいずれも減少している。

26.2 

37.4 

39.1 

42.9 

17.7 

11.2 

9.2 

3.8 

7.8 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①４時間以下 ②４時間超～８時間以下 ③８時間超～９時間以下
④９時間超～10時間以下 ⑤ 10時間超

令和２年度トラック全体
n=8277

令和３年度トラック全体
n=10536

【全体】

35.9 

51.7 

33.0 

38.0 

20.9 

32.8 

35.3 

33.0 

29.7 

40.8 

44.9 

47.6 

14.3 

7.5 

17.6 

9.9 

18.2 

13.6 

8.0 

4.3 

10.0 

4.7 

8.8 

2.4 

6.5 

3.5 

9.7 

6.7 

7.2 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①４時間以下 ②４時間超～８時間以下 ③８時間超～９時間以下

④９時間超～10時間以下 ⑤ 10時間超

令和２年度車両20台以下
n=691

令和３年度車両20台以下
n=1591

令和２年度車両21～50台
n=2873

令和３年度車両21～50台
n=3987

令和２年度車両51台以上
n=4545

令和３年度車両51台以上
n=4805

【規模別】

37.9 

41.5 

25.1 

19.1 

36.1 

45.4 

17.8 

45.7 

30.0 

41.4 

26.5 

48.6 

23.2 

33.9 

15.9 

24.8 

21.0 

29.1 

25.9 

39.0 

33.0 

59.3 

44.2 

37.9 

44.3 

36.4 

41.7 

40.4 

40.0 

37.4 

41.4 

43.8 

43.2 

37.8 

36.2 

48.8 

15.8 

6.2 

26.0 

11.8 

13.3 

12.9 

23.8 

8.3 

9.6 

11.9 

21.2 

7.2 

19.8 

15.2 

14.5 

19.6 

15.0 

7.5 

14.9 

5.5 

11.4 

4.9 

4.9 

2.8 

10.1 

4.0 

10.1 

2.5 

7.6 

4.0 

10.4 

3.5 

11.0 

4.3 

8.6 

4.8 

5.5 

7.8 

4.4 

4.8 

1.6 

1.1 

4.1 

5.6 

8.6 

3.9 

4.7 

2.8 

5.3 

3.6 

15.5 

13.5 

19.2 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①４時間以下 ②４時間超～８時間以下 ③８時間超～９時間以下
④９時間超～10時間以下 ⑤ 10時間超

令和２年度 北海道
n=348

令和３年度 北海道
n=487

令和２年度 東北
n=1281

令和３年度 東北
n=1177

令和２年度 関東
n=1290

令和３年度 関東
n=2464

令和２年度 北陸信越
n=517

令和３年度 北陸信越
n=696

令和２年度 中部
n=959

令和３年度 中部
n=1221

令和２年度 近畿
n=1135

令和３年度 近畿
n=1232

令和２年度 中国
n=810

令和３年度 中国
n=1078

令和２年度 四国
n=491

令和３年度 四国
n=460

令和２年度 九州
n=1446

令和３年度 九州
n=1616

【地域別】
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（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



運転時間 ②

▸ 発荷主別では、「８時間超」の割合は、特積み（宅配）（２２.１％（＋１０.８％））、紙・パルプ（製造業）（５１ .０％（＋

８.４％））で増加している。また、「９時間超」の割合は、特積み（宅配）（１０ .４％（＋８.４％））で増加している。

▸ 車種別では、「８時間超」、「９時間超」の割合は、小型トラックでいずれも増加している。（２ .４％（＋２.４％）、１.７％

(＋１.７％））

▸ 運行種別では、「８時間超」、「９時間超」の割合はいずれも減少している。

15.0 

28.6 

36.5 

46.8 

36.9 

51.8 

28.8 

45.7 

26.1 

33.2 

26.5 

16.8 

19.3 

35.0 

18.6 

26.8 

30.7 

46.2 

28.7 

35.4 

45.2 

43.3 

59.9 

32.3 

34.4 

46.8 

30.9 

32.2 

38.3 

47.8 

47.3 

47.3 

16.8 

13.3 

17.2 

11.1 

8.6 

4.3 

9.3 

11.7 

23.6 

8.7 

11.5 

28.8 

33.6 

10.8 

18.1 

14.1 

10.6 

4.1 

12.1 

2.8 

6.7 

0.3 

0.6 

3.2 

11.2 

6.6 

9.1 

5.0 

5.9 

3.5 

9.5 

6.5 

26.9 

7.8 

5.6 

3.9 

2.6 

0.4 

1.4 

7.2 

4.8 

4.7 

22.0 

17.2 

2.9 

2.9 

6.5 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①４時間以下 ②４時間超～８時間以下 ③８時間超～９時間以下 ④９時間超～10時間以下 ⑤ 10時間超

令和２年度 農産・水産品出荷団体
n=698

令和３年度 農産・水産品出荷団体
n=632

令和２年度 建設業、建材（製造業）
n=746

令和３年度 建設業、建材（製造業）
n=1315

令和２年度 卸売・小売業、倉庫業
n=908

令和３年度 卸売・小売業、倉庫業
n=1387

令和２年度 特積み（宅配）
n=504

令和３年度 特積み（宅配）

n=657

令和２年度 元請の運送事業者

n=1363

令和３年度 元請の運送事業者

n=1201

令和２年度 紙・パルプ（製造業）

n=460

令和３年度 紙・パルプ（製造業）

n=459

令和２年度 飲料・食料品（製造業）

n=1081

令和３年度 飲料・食料品（製造業）

n=1358

令和２年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1015

令和３年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1711

【発荷主別】

86.7 

53.3 

33.0 

44.2 

20.0 

31.5 

19.7 

34.9 

13.3 

44.3 

42.5 

44.3 

38.8 

41.3 

32.1 

46.1 

0.7 

16.1 

8.1 

18.7 

14.7 

23.6 

9.0 

1.0 

6.3 

1.8 

11.0 

5.1 

14.8 

3.7 

0.7 

2.2 

1.6 

11.5 

7.4 

9.7 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①４時間以下 ②４時間超～８時間以下 ③８時間超～９時間以下 ④９時間超～10時間以下 ⑤ 10時間超

令和２年度小型トラック
n=158

令和３年度小型トラック
n=409

令和２年度中型トラック
n=3120

令和３年度中型トラック
n=4228

令和２年度大型トラック
n=4859

令和３年度大型トラック
n=5133

令和２年度トレーラー
n=330

令和３年度トレーラー
n=862

【車種別】

13.6 

16.8 

31.6 

44.3 

33.3 

37.6 

49.7 

44.6 

25.7 

23.9 

9.9 

6.3 

10.4 

8.9 

5.1 

2.4 

17.1 

12.8 

3.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①４時間以下 ②４時間超～８時間以下 ③８時間超～９時間以下 ④９時間超～10時間以下 ⑤ 10時間超

令和２年度長距離運行
n=1730

令和３年度長距離運行
n=1277

令和２年度ルート配送
n=2133

令和３年度ルート配送
n=3597

【運行種別】

12

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



連続運転時間 ①

▸ 繁忙期の連続運転時間について、「３時間超」と回答した事業者の割合は、２年度調査に比べ全体として減少（３６.７％（－９. 

４％））している。「４時間超」の割合も、５.６％（－２.４％）と減少している。

▸ 規模別では、「３時間超」、「４時間超」の割合は、車両２０台以下でいずれも増加している。（４０ .２％（＋３.４％）、７.

１％（＋２.８％））

▸ 地域別では、「３時間超」、「４時間超」の割合は、四国でいずれも増加している。（７５ .５％（＋１６.６％）、１５.９％（＋

５.５％））

13

54.0 

63.3 

38.1 

31.1 

6.2 

3.5 

1.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①３時間以下 ②３時間超～４時間以下 ③４時間超～５時間以下 ④５時間超

令和２年度トラック全体
n=8220

令和３年度トラック全体
n=10756

【全体】

63.2 

59.9 

50.0 

60.7 

55.0 

68.2 

32.5 

33.1 

40.1 

33.7 

37.7 

26.9 

3.3 

5.0 

6.5 

4.4 

6.4 

2.2 

1.0 

2.1 

3.4 

1.2 

0.9 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①３時間以下 ②３時間超～４時間以下 ③４時間超～５時間以下 ④５時間超

令和２年度車両20台以下
n=704

令和３年度車両20台以下
n=1587

令和２年度車両21～50台
n=2892

令和３年度車両21～50台
n=4151

令和２年度車両51台以上
n=4456

令和３年度車両51台以上
n=4865

【規模別】

38.2 

61.7 

60.5 

66.0 

70.5 

70.6 

47.1 

48.3 

55.9 

71.7 

51.6 

60.2 

39.4 

58.5 

41.1 

24.6 

53.5 

67.4 

49.1 

34.2 

32.8 

29.9 

24.2 

24.1 

46.1 

48.4 

38.1 

26.9 

39.4 

32.1 

55.8 

37.2 

48.5 

59.6 

34.5 

24.1 

12.1 

4.1 

3.9 

3.0 

4.1 

2.4 

5.8 

2.2 

4.7 

1.3 

8.3 

4.9 

4.6 

4.0 

6.7 

7.6 

8.7 

5.5 

0.6 

2.7 

1.0 

1.3 

2.9 

1.0 

1.1 

1.3 

0.2 

0.7 

2.8 

0.2 

0.3 

3.7 

8.3 

3.2 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①３時間以下 ②３時間超～４時間以下 ③４時間超～５時間以下 ④５時間超

令和２年度 北海道
n=348

令和３年度 北海道
n=486

令和２年度 東北
n=1273

令和３年度 東北
n=1181

令和２年度 関東
n=1229

令和３年度 関東
n=2520

令和２年度 北陸信越
n=518

令和３年度 北陸信越
n=822

令和２年度 中部
n=986

令和３年度 中部
n=1217

令和２年度 近畿
n=1117

令和３年度 近畿
n=1235

令和２年度 中国
n=810

令和３年度 中国
n=1078

令和２年度 四国
n=491

令和３年度 四国
n=448

令和２年度 九州
n=1448

令和３年度 九州
n=1664

【地域別】

13

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



連続運転時間 ②

▸ 発荷主別では、「３時間超」の割合はいずれも減少しているものの、「４時間超」の割合は元請の運送事業者（９ .７％（＋０.６

％））で増加している。

▸ 車種別では、「３時間超」、「４時間超」の割合はいずれも減少している。

▸ 運行種別では、「３時間超」の割合は、長距離運行で増加（７５.２％（＋８.９％））しているが、「４時間超」の割合はいずれ

も減少している。

29.9 

59.2 

47.9 

54.8 

80.7 

82.6 

62.9 

71.7 

45.6 

60.3 

37.8 

47.7 

58.5 

69.9 

51.0 

64.4 

53.8 

33.9 

35.5 

36.7 

15.8 

14.7 

35.5 

28.3 

45.2 

29.9 

50.4 

49.2 

38.2 

28.8 

43.4 

31.4 

10.6 

5.5 

12.9 

4.8 

2.4 

1.9 

1.6 

8.4 

6.2 

7.8 

3.1 

2.7 

1.0 

4.0 

3.1 

5.7 

1.4 

3.8 

3.7 

1.1 

0.8 

0.7 

3.5 

3.9 

0.6 

0.3 

1.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①３時間以下 ②３時間超～４時間以下 ③４時間超～５時間以下 ④５時間超

令和２年度 農産・水産品出荷団体
n=688

令和３年度 農産・水産品出荷団体
n=632

令和２年度 建設業、建材（製造業）
n=746

令和３年度 建設業、建材（製造業）
n=1299

令和２年度 卸売・小売業、倉庫業
n=922

令和３年度 卸売・小売業、倉庫業
n=1391

令和２年度 特積み（宅配）

n=504

令和３年度 特積み（宅配）

n=660

令和２年度 元請の運送事業者

n=1363

令和３年度 元請の運送事業者

n=1213

令和２年度 紙・パルプ（製造業）

n=460

令和３年度 紙・パルプ（製造業）

n=459

令和２年度 飲料・食料品（製造業）
n=1081

令和３年度 飲料・食料品（製造業）

n=1529

令和２年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=963

令和３年度 自動車、電気・機械・
精密、金属（製造業）
n=1765

【発荷主別】

83.5 

92.4 

70.9 

79.8 

42.0 

51.7 

43.6 

50.9 

16.5 

7.6 

24.9 

16.3 

47.7 

40.8 

45.5 

43.2 

3.5 

1.9 

7.8 

5.3 

10.9 

4.6 

0.7 

2.0 

2.6 

2.3 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①３時間以下 ②３時間超～４時間以下 ③４時間超～５時間以下 ④５時間超

令和２年度小型トラック
n=158

令和３年度小型トラック
n=409

令和２年度中型トラック
n=3161

令和３年度中型トラック
n=4253

令和２年度大型トラック
n=4761

令和３年度大型トラック
n=5327

令和２年度トレーラー
n=330

令和３年度トレーラー
n=864

【車種別】

33.7 

24.8 

70.9 

78.8 

53.8 

69.3 

26.5 

18.8 

8.8 

5.1 

1.9 

1.4 

3.7 

0.8 

0.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①３時間以下 ②３時間超～４時間以下 ③４時間超～５時間以下 ④５時間超

令和２年度長距離運行
n=1713

令和３年度長距離運行
n=1430

令和２年度ルート配送
n=2108

令和３年度ルート配送
n=3676

【運行種別】

14

（令和２年度及び令和３年度「トラック運転車の労働時間等に係る実態調査事業報告書」（厚生労働省）より作成)



特例

▸ 「休息期間分割特例」が適用される運行があったと回答した事業者の割合は、減少（２１.１％（－１９.０％））している。

▸ 「２人乗務特例」が適用される運行があったと回答した事業者の割合は、減少（３.７％（－４.５％））している。

▸ 「隔日勤務特例」が適用される運行があったと回答した事業者の割合は、減少（２.８％（－５.０％））している。

▸ 「フェリー乗船の特例」が適用される運行があったと回答した事業者の割合は、減少（７.５％（－８.８％））している。

休息期間分割の特例が適用される運行

40.1

21.1

59.5

78.2

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度

n=257

令和３年度

n=427

あった なかった 無回答

8.2

3.7

91.4

95.6

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度

n=257

令和３年度

n=427

あった なかった 無回答

16.3

7.5

82.9

91.8

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度

n=257

令和３年度

n=427

あった なかった 無回答

7.8

2.8

91.8

96.3

0.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度

n=257

令和３年度

n=427

あった なかった 無回答

２人乗務の特例が適用される運行 フェリー乗船の特例が適用される運行

隔日勤務の特例が適用される運行
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